
　　　　

2025 年 1 月 17 日

学校登校日
学校休業日

１４
１１

時
時

００
００

分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 障害のある人とその家族が地域のなかで尊厳を保ちながら普通の暮らしができるように支援する。

事業所名 放課後等デイサービスすてーじ 作成日支援プログラム

・デイルームに写真カードやイラストカードを使ったスケジュールを提示し、視覚的に理解できるように環境設定を行う。
・必要に応じて個別のスケジュール表も設置し、本人が見通しを持って過ごせるように支援する。
・数量や形・色の違いを認識できるよう支援方法を工夫する。

・写真や絵カード、サインなど相手に伝わるコミュニケーション手段が獲得できるよう支援を行う。
・集団活動の中で自分の思いや気持ちが相手に言葉で伝えられるように、職員が間に入り必要に応じて代弁しながら支援する。

・小集団での簡単なゲームを通して、ルールや順番などを理解して守れるよう支援する。
・学校休業日に外出プログラムを設定し、地域のイベントに参加したり、買い物での支払いを体験する。

支援方針

医療的ケアが必要な子どもやその他の障がいをもった子どもたちが安心して楽しくその子らしく過ごせるよう、一人ひとりに合わせた取り組みや支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・誕生日会
・長期休暇中の小グループでの一日外出
・花見・夏まつり・ハロウィン・クリスマス・初詣など季節に合わせた外出やイベント
・個別や全体による季節を感じられる創作活動

（別添資料１）

家族支援

・来所時の様子や活動内容を報告し、取り組みや支援内容を共有する。
・子供の発達上の課題についての気づきを促し、家族と連携して支援に取り組
む。

移行支援

・学校や関係機関と連携した支援体制を構築する。
・卒業後の進路先への情報提供や会議等への参加。

地域支援・地域連携

・京都市東部障害者地域自立支援協議会の運営会議、児童部会、医療的ケア部
会、災害部会に参加。

職員の質の向上

・年２回以上の外部研修。外部研修参加者による伝達研修。
・毎日のスタッフ打ち合わせでの個別支援計画の確認。
・就業後の振り返りによるスタッフ間の情報共有、課題達成に向けての話
し合い。

支　援　内　容

・毎日の検温と健康観察を看護師を中心に行う。
・来所時の靴や服の着脱、荷物の片づけ、連絡ノートの提出、手洗いをその子どもに合わせて支援し習慣化していく。
・正しい姿勢や道具の使い方を身につけて、楽しく食事ができるよう支援していく。
・排泄自立へ向けたトイレトレーニングや衣服の整容ができるように支援していく。

・屋上での鬼ごっこやだるまさんがころんだ等の集団ゲームや大型スクリーンに映像を映し出したダンスなどのプログラムを提供する。
・専用のスヌーズレンルームでは五感を刺激しながらリラックスして心地よい時間を過ごせるように支援する。
・外部の理学療法士や作業療法士、言語聴覚士の助言をもとに看護師が中心となり機能訓練としてリハビリテーションプログラムを実施する。

本
人
支
援


